










■ 土砂処理に関するコスト縮減について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「荒瀬ダム撤去方針」に基づき、ダム貯水池に堆砂した砂・礫は概ね１０万ｍ３を除去、泥土 

（シルト）は、ダム撤去までに全量除去することとしている。 

 砂・礫は、八代港に運搬し除水した後、流域還元を図る観点から覆砂事業へ砂を提供したり、

港湾事業への有効利用を図っている。また、泥土については、主に芦北町の処分場へ搬出し 

てきた（平成２１年度まで）。 

 今後も、覆砂事業や八代港内の港湾事業を中心に有効利用、コスト縮減を図って行く予定。 

土砂処理以外についても、コスト縮減の検討・協議を行う。 

 参考 

               ※諸経費込の価格  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     １ｍ３当たりの処分単価※ 運搬距離 利用先 

砂・砂礫の処分 約 6,000～7,000 円 約２５ｋｍ 覆砂事業、港湾事業 

泥土（シルト）の処分 約 12,000 円 約５５ｋｍ 埋立事業 

【 意見 27 】土砂処理に関してはコスト縮減が可能なのではないか。 

【対応方針】これまで、継続的に荒瀬ダムで除去した砂を覆砂事業に提供 

      中。また、八代港の港湾事業等での利活用を図っており、引 

き続き有効利用、コスト縮減を図っていく。 

荒瀬ダム 

八代港 
(仮置き・除水) 

芦北町 

（埋立） 

佐瀬野地区の掘削状況 

八代港（加賀島）への仮置き状況 

覆砂事業への砂提供 泥土の処分状況（芦北町） 
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